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国語科の調査問題について、小学校第３学年から中学校第２学年まで、以下の

内容を掲載しています。「さいたま市小・中一貫教育」の観点からも、小・中学

校それぞれの内容を日々の学習指導に役立ててください。 

※本書では、調査名について、略称を用いている。 

調査名 略称 

令和○年度 全国学力・学習状況調査 令和○年度全国調査 

令和○年度 さいたま市学習状況調査 小○国語 

令和○年度 さいたま市学習状況調査 中○国語 

令和○年度市調査【小○】 

令和○年度市調査【中○】 

   なお、本書で記載している全国調査の正答率は、市の正答率を示している。 

 

１ 調査問題【出題の趣旨】 
大問ごとに、出題の意図や趣旨を示しています。特記すべき事項のあるものについて

は、ここに示しています。 

 

２ 調査問題一覧表【設問別】 
設問ごとに、設問のねらい、学習指導要領の領域等、評価の観点、問題形式、正答

率（速報値）等を示しています。 

 

３ 正答例 
問題を解く方法（考え方）やこれまでの学習のつながり等を児童生徒向けに提示して

います。 

 

４ 特徴的な問題と解説 
令和７年度調査において、特徴的な問題を取り上げ、出題の趣旨、指導のポイントを

示しています。 

また、指導のポイントを具現化し、授業（学び）の改善・充実を図る際の参考となるよ

う、「学びの知恵袋」として、授業（学び）のアイディアの一例を示しています。 
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Ⅰ 小学校 第３学年 
１ 調査問題【出題の趣旨】  

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

１ 

(1) 漢字 

本問題は、当該学年の前の学年別漢字配当表に示されて
いる漢字を文の中で正しく使うことができるかをみる問題であ
る。 

なお、「しんせつ」は昨年度同様、小学３年～小学６年の全て
の学年で、「おしえる」は小学４年においても出題している。 

(2) 主語と述語 

本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかを
みる問題である。主語と述語は、文の骨格をなすため、明瞭な
文を書く際に最も基礎的な事項であることから、昨年度に引き
続き出題した。 

２ (２) 指示語 

本問題は、指示語の役割を理解しているかをみる問題であ
る。ここでは、指示語が文や文章の構成に関わる語で、文章の
論理的な関係を構築する上で大切な役割を果たしていること
を理解しながら、文章を読む力が求められる。 

読
む
こ
と 

２ 

(1) 

 

(3) 

自転車の交通 
ルールについての

資料を読む 

本問題は、自分の考えとそれを支える理由や事例との関係
を明確にすることができるかをみる問題である。ここでは、複数
の資料を読み、文と文、資料と資料との関係を押さえ、中心と
なる語句や文に着目しながら、目的に沿って適切な言葉を選
択する力が求められる。 

書
く
こ
と 

３ たこを高くあげる
方法をまとめる 

本問題は、相手や目的を意識して、集めた材料を活用して、
伝えたいことを明確にして書くことができるかをみる問題であ
る。文や文章を整えながら、伝えたいことを伝えるために必要
な情報を漏れなく書く力が求められる。 

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と 

４ 
スピーチの 

組立てについて 
考える 

本問題は、相手に伝わるように、理由や事例を挙げながら、
話の中心が明確になるよう話の構成を考えることができるか
をみる問題である。ここでは、北原さんのスピーチ原稿を基に、
北原さんの話の中心（一番伝えたいこと）を意識しながら、話
す内容や動画を流すタイミングについて、資料を見比べなが
ら、適切な助言の内容について考える力が求められる。 

なお、同一問題を小学４年でも出題している。 
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問題形式

(1) (2) (3) A B C

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

(1)
①

○ ○ 選 46.6 0.5 R６市
【小３】

47.6
小４
小５
小６

66.9
71.3
82.7

(1)
②

○ ○ 選 65.7 0.5 R６市
【小３】

69.5

(1)
③

○ ○ 選 76.6 0.5 R６市
【小３】

78.4 小４ 85.8

(1)
④

○ ○ 選 77.8 0.4 R6市
【小３】

79.6

(1)
⑤

○ ○ 選 55.5 0.5 R６市
【小３】

63.0

(2)
①

○ ○ 選 72.0 0.4 R６市
【小３】

76.4

(2)
②

○ ○ 選 59.8 0.5 R６市
【小３】

52.3

(1) 〇 〇 選 80.6 0.4

(2) ○ ○ 選 78.6 0.6

(3) ○ ○ 選 74.9 0.8

(1) ○ ○ 選 59.5 1.0 H30市
【小３】

87.3

(2) 〇 〇 選 59.5 1.1

(3) ○ ○ 選 25.1 2.1 H30市
【小３】

78.8

(1) 〇 〇 選 21.7 3.0 小４ 32.5

(2) ○ ○ 選 32.5 4.2 小４ 39.6

目的を意識して、中心となる語や文を
見付けて、文章を読むことができる。

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（親）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（広）

文の中の主語と述語の関係を理解す
ることができる。

書こうとすることをはっきりさせ、段落
を考えて文章を書くことができる。

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（地）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（教）

文の中の指示する語句の役割につい
て理解することができる。

文の中の主語と述語の関係を理解す
ることができる。

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（遠）

目的を意識して、中心となる語や文を
見付けて、文章を読むことができる。

自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫することができる。

学習指導要領の領域等

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

２　調査問題一覧表【設問別】（第3学年）
評価の観点

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

設問のねらい

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

複数学年での出題市 過去同一問題等

正
答
率

（
％

）
設問番号

正
答
率

（
％

）

無
解
答
率

（
％

）

出
題
年
度
・
調
査
名

【
学
年

】

正
答
率

（
％

）

出
題
学
年

相手に伝わるように、理由や事例など
を挙げながら、話の中心が明確になる
よう話の構成を考えることができる。

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

相手や目的に応じて敬体と常体を意
識的に使い分け、文末表現に注意し
ながら文章を整えることができる。

相手に伝わるように、理由や事例など
を挙げながら、話の中心が明確になる
よう話の構成を考えることができる。

１

２

３

４
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(1)
①

(1)
②

(1)
③

(1)
④

(1)
⑤

(2)
①

(2)
②

(1)

書かれている文しょうと、表をつなげながら読むことで、文と表のかんけい
が見えたり、その文しょうにおける大切な言ばが分かりやすくなったりしま
す。

(2)
「こそあど言ば」のようなしじ語は、しじ語よりも前にさす言ばがあります。
さす言ばをしじ語に当てはめて、いみが通じるかたしかめてみましょう。

(3)

書かれている文しょうと、表をつなげながら読むことで、文と表のかんけい
が見えたり、その文しょうにおける大切な言ばが分かりやすくなったりしま
す。

(1)

文しょうを書くときには、文の終わりの言い方をそろえましょう。「です」や
「ます」などのていねいな言ばを使ったときには、ぜんぶの文の終わりをて
いねいな言ばにします。ただし、会話文は話した言ばをそのまま使って書
きましょう。

(2)

文しょうを書くときには、自分のいけんなのか、ほかの人の考えなのかを
はっきりさせて書きましょう。書き終わったら、文しょうを一回読みかえすこ
とが大切です。

(3)

お礼の手紙は、
①はじめのあいさつ（きせつの言葉・じこしょうかい）
②本文（相手につたえたいこと）
③むすびのあいさつ（かんしゃの気持ち）
④後づけ（日づけ・自分の名前・相手の名前）
のじゅん番に気を付けて書くことがたいせつです。

(1)

(2)

　

しゅ語は、言ばのさい後が「～は」「～が」「～も」でおわっているものをさ
がしましょう。じゅつ語は、文のおわりにちゅう目してさがしましょう。その時
にしゅ語とじゅつ語をつなげていみが分かるかたしかめましょう。ふだんか
ら、しゅ語とじゅつ語をいしきして文を読んだり書いたりすることが大切で
す。

エ

ア

イ、エ

イ

ウ

࿤

࿥

࿦

࿧
イ スピーチをするときは、つたえたいことの中心がはっきりするように、話す

内ようのじゅんばんをくふうしたり、しゃしんやどう画を使ったりして、聞い
ている人がイメージしやすいようにすることが大切です。

ア

ウ

ア

イ

正答れい

イ

イ

ア、エ

イ

ア

せつもん番ごう

３　正答れい【小学校国語　第３学年】

かいせつ（考え方・ワンポイントアドバイス・これまでの学しゅうのつながり　など）

かん字をれんしゅうする時は、かん字の書き方のみをれんしゅうするので
はなく、言ばをしらべたり、文をつくったりするなど、文の中でつかうことを
いしきしましょう。
また、国語じてんやタブレットをつかって言ばをしらべ、言ばをふやしたり、
同じ読み方のかん字をかくにんしたりするなど、かん字のもついみを考え
てつかうしゅうかんをみにつけましょう。
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４ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

本問題は、《報告する文章の書き方や、手紙などの定まった形式がある文章の書き方を理解し、目

的に応じて正しく書くこと》ができるかどうかをみる問題である。 調べたことをまとめる場面や、感

謝を伝える手紙を書く場面を設定し、文末表現の統一や、伝えたい事柄を順序立てて構成する力が求

められる。 

 

指導のポイント 

〇 文末表現（丁寧語）を整え、文章全体の語尾を統一する。 

本問題の（1）および（2）のように、文章を書く際、文末を適切な形に整えることが重要である。  

児童には、本文全体が「〜です・〜ます」の丁寧な言葉遣いで書かれていることに着目させたい。 

そこで、一部だけ不自然になっている表現（例：あがりました、ひつようもある、など）を見直し、

文章全体として調和のとれた表現を選ぶよう指導する。最後に、統一した文末表現は、読み手にと

って分かりやすいことを共有するとよい。 

〇 手紙の形式を理解し、相手に伝わる順序で構成する。 

本問題の（3）では、お礼の手紙における「日付・宛名・差出人」の配置や、「時候の挨拶・本題・ 

結びの言葉」という一連の構成を正しく並べ替えさせている。 

指導に当たっては、手紙特有の書き出しや終わりの挨拶などの定まった形式を意識させるととも

に、読み手にとって自然で読みやすい順序になっているかを検討させる活動を取り入れることで、

形式に基づいた実践的な書く力が身に付くようになる。形式に基づいて整理して書く経験が、実生

活にも生かせる文章力の育成につながる。 

小学校第３学年 「書くこと」 

問題  
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Ⅱ 小学校 第４学年 
１ 調査問題【出題の趣旨】  

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

１ 

(1) 漢字 

本問題は、当該学年の前の学年別漢字配当表に示さ
れている漢字を文の中で正しく使うことができるかをみる
問題である。 

なお、「しんせつ」は昨年度同様、小学３年～小学６年の
全ての学年で、「おしえる」は小学３年においても出題して
いる。 

(2) 主語と述語 

本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解している
かをみる問題である。主語と述語は、文の骨格をなすた
め、明瞭な文を書く際に最も基礎的な事項であることか
ら、昨年度に引き続き出題した。 

２ (１) 指示語 

本問題は、指示語の役割を理解しているかをみる問題
である。ここでは、指示語が文や文章の構成に関わる語
で、文章の論理的な関係を構築する上で大切な役割を果
たしていることを理解しながら、文章を読む力が求められ
る。 

読
む
こ
と 

２ 

(2) 

(3) 

(4) 

天気のことわざについ
ての資料を読む 

本問題は、目的を意識して中心になる語や文を見付け
ながら文章を読むことができるかをみる問題である。ここ
では、複数の資料を読み、文と文、資料と資料との関係を
捉え、中心となる語句や文に着目しながら、目的に沿って
適切な言葉や要素を選択する力が求められる。 

書
く
こ
と 

３ 
「５年生でがんばりた
いこと」を分かりやすく

書く 

本問題は、相手に伝わりやすいように文章を整えたり、
集めた材料を比較したりして、共通する事項に基づいて書
く材料を整理できるかをみる問題である。ここでは、一文を
読みやすく短くしたり、共通する材料を整理し、見出しを作
成したりする力が求められる。 

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と 

４ 
スピーチの 

組立てについて 
考える 

本問題は、相手に伝わるように、理由や事例を挙げなが
ら、話の中心が明確になるよう話の構成を考えることがで
きるかをみる問題である。ここでは、北原さんのスピーチ原
稿を基に、北原さんの話の中心（一番伝えたいこと）を意
識しながら、話す内容や動画を流すタイミングについて、資
料を見比べながら、適切な助言の内容について考える力
が求められる。 
  なお、同一問題を小学３年でも出題している。 
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問題形式

(1) (2) (3) A B C

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

(1)
①

○ ○ 選 88.5 0.2 R6市
【小４】

88.7

(1)
②

○ ○ 選 85.8 0.1 R6市
【小４】

86.0 小３ 76.6

(1)
③

○ ○ 選 66.9 0.1 R6市
【小４】

66.8
小３
小５
小６

46.6
71.3
82.7

(1)
④

○ ○ 選 70.4 0.2 R6市
【小４】

71.8

(1)
⑤

○ ○ 選 87.7 0.1 R6市
【小４】

89.2

(2)
①

○ ○ 選 49.9 0.4

(2)
②

○ ○ 選 66.2 0.4

(1) ○ ○ 選 59.4 0.2

(2) ○ ○ 選 77.6 0.2

(3) ○ ○ 選 55.9 0.3

(4) ○ ○ 選 63.5 0.4

(1) ○ ○ 選 62.7 0.5

(2) ○ ○ 選 72.0 0.6

(1) 〇 〇 選 32.5 1.0 小３ 21.7

(2) ○ ○ 選 39.6 1.7 小３ 32.5

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

目的を意識して、中心となる語や文を
見付けて、文章を読むことができる。

目的を意識して、中心となる語や文を
見付けて、文章を読むことができる。

相手や目的に応じて、文章を整えるこ
とができる。

相手や目的に応じて、文章を整えるこ
とができる。

相手に伝わるように、理由や事例など
を挙げながら、話の中心が明確になる
よう話の構成を考えることができる。

相手に伝わるように、理由や事例など
を挙げながら、話の中心が明確になる
よう話の構成を考えることができる。

２　調査問題一覧表【設問別】（第4学年）

設問番号 設問のねらい

学習指導要領の内容 評価の観点 市 過去同一問題等 複数学年での出題

知識及び技能 出
題
年
度
・
調
査
名

【
学
年

】

正
答
率

（
％

）

無
解
答
率

（
％

）

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

出
題
学
年

正
答
率

（
％

）

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率

（
％

）

目的を意識して、中心となる語や文を
見付けて、文章を読むことができる。

文の中の主語と述語の関係を理解す
ることができる。

文の中の主語と述語の関係を理解す
ることができる。

文の中の指示する語句の役割につい
て理解することができる。

思
考
・
判
断
・
表
現

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（習）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（消）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（教）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（親）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（身）

思考力、判断力、表現力等 知
識
・
技
能

１

２

３

４
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(1)
①

(1)
②

(1)
③

(1)
④

(1)
⑤

(2)
①

(2)
②

(1)
「こそあど言葉」のような指じ語は、指じ語よりも前に指す言葉があります。指す言葉
を指じ語に当てはめて、意味が通じるかたしかめてみましょう。

(2)

(3)

(4)

(1)
相手や目的を意しきし、読み手が読みやすいこう成や表げんになっているかを考えま
しょう。そのために、文章を書いた後は、友達と読み合ってアドバイスし合ったり、下書
きと書き直した後の文章をくらべたりするとよいでしょう。

(2)
新聞を作るときは、とくに伝えたいことを大きな記事にしたり、引き立つ位置に置いた
りすることで読む人に伝わりやすくなります。「見出し」は、読む人が記事の内ようが
すぐに分かるような短い言葉でまとめましょう。

(1)

(2)

３　正答れい【小学校国語　第４学年】

せつ問番号 正答れい かいせつ（考え方・ワンポイントアドバイス・これまでの学習のつながり　等）

ウ

漢字を練習する時は、漢字の書き方だけを練習するのではなく、その漢字を使った
じゅく語を調べたり、自分で文を作ったりするなど、文章の中で使うことを意しきして
練習しましょう。その時、国語辞典やタブレットを使って、言葉を調べ、使える言葉をふ
やせるとよりよいです。
また、他の教科や日常生活の中でも、学んだ漢字を積極的に使いましょう。

ア

イ

主語は、言葉のさい後が「～は」「～が」「～も」で終わっているものをさがしましょう。
じゅつ語は、文の終わりに注目してさがしましょう。その時に主語とじゅつ語をつなげ
て意味が分かるかたしかめましょう。ふだんから、主語とじゅつ語を意しきして文を読
んだり書いたりすることが大切です。イ、エ

ア

書かれている文章と、表をつなげながら読むことで、文と表の関係が見えたり、その
文章における大切な言葉が分かりやすくなったりします。

ア

ウ

ウ

ア

ウ、エ

イ

イ

ウ

イ

イ
࿧ スピーチをするときは、伝えたいことの中心がはっきりするように、話す内ようの順番を

工夫したり、写真や動画を使ったりして、聞いている人がイメージしやすいようにする
ことが大切です。

１

２

３
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４ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

本問題は、《読み手にとって分かりやすい文章になるよう、書いたものを見直し、文章を整えるこ

と》ができるかどうかをみる問題である。一度書いた文章を読み直し、推敲する場面を設定し、一文

の長さを調節したり、記事の内容を適切に表す見出しを選んだりする活動を通して、目的や形式に応

じた書く力を身に付けることが重要である。 

 

指導のポイント 

〇 文の構成を整え、伝わりやすい一文にする。 

本問題の（1）のように、書いた文章を読み手にとって分かりやすく直す際、一文の長さに着目さ 

せることが重要である。児童には、【文章 1】のように一文が長すぎると、主語と述語の関係が分

かりにくくなることに気付かせたい。そこで、本問題では【文章 2】のように適切な箇所で文を分

ける場面を設定した。 文の区切りを意識して見直す習慣をつけることで、読み手にとって筋道の通

った分かりやすい文章を書く力につながる。 

〇 内容を的確に表す見出しを工夫する。 

本問題の（2）では、複数の記事に共通する中心となる内容を捉え、適切な見出しを選ばせてい 

る。見出しを考える指導に当たっては、自分の書いた文章で「一番伝えたいことは何か」を自問自

答させ、短い言葉で表現する活動を取り入れることで、文章全体の構成を意識して書くことができ

るようになる。 

小学校第４学年 「書くこと」 

問題  
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【学びの知恵袋（授業アイディア例）】               ＜小学国語・4 年 書くこと＞ 

＜単元名＞  調べたことをわかりやすく書こう 

＜教材名＞  「クラスの『不思議ずかん』を作ろう」（教育出版４年下）      

＜主な指導事項＞ 

 ・自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】Ｂ（１）ウ 

＜言語活動とその特徴＞ 

                            ４年生は、「ひみつ」や「なぞ」など様々 

な情報に興味をもつ児童が増える発達段階 

です。本単元は、興味のある情報を調べる 

ことで、意欲的に活動しやすい内容です。 

また、自分の考えを相手に伝えるための 

「書き表し方」に焦点を当て、高学年の学習 

につなげることを目的とします。 

 

〇単元計画 

次 時 主な学習内容 主な学習活動 

一 １ 【題材の設定】 

自分の伝えたいこと（テーマ）の設定 

【情報の整理】（思判表「書くこと」イ） 

 様々な書き表し方の獲得 

・既習事項の振り返り、自分自身の興味の確

認し、「相手意識」「目的意識」をもつ。 

・モデル文から、書き表し方の工夫を見付け、

「書き方の手引き」にまとめる。 

二 ２ 

３ 

４ 

【考えの形成，記述】 

（思判表「書くこと」ウ） 

書き表し方の活用 

 

 

【共有】（思判表「書くこと」オ） 

 「書き表し方の工夫」の使い方の確認 

・「書き方の手引き」を参照しながら、書き表 

し方を工夫し、考えをまとめる。 

・一次で見付けた「書き表し方」をいくつ使

えているか確認する。また、その使い方が

正しいかどうかをグループで見合う。 

・互いの作文を共有し、よりよい「書き表し

方」がないかを考える。 

三 ５ 【共有】 

よい文章表現の発見 

・完成した図鑑を読みながら、よい書き表し

方を見付け、「書き方の手引き」にまとめる。 

 

☆単元計画の工夫 

 
 
 
 
 
 
 

「書くこと」の単元は 
言語活動に時間が取ら
れやすく、予定通りに
進みにくい。 

そんな時は、何に重きを置くかを決めましょう。 
【内容の検討】【構成の検討】【考えの形成】 
年間を見通した指導計画を決めておきましょう。 

本単元は【考えの形成】【共有】に重きを置きたい
から、文章量は、少な目で大丈夫です。児童が、表
現の仕方と書く目的を意識できるようにします。 
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＜授業アイディア例＞ 

 ①導入が肝！ 児童と共に設定しましょう。 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②児童が主体的に「書き表し方を工夫する」土台をつくりましょう。 

  
  
 （１）モデル文から「書き表し方の工夫」を見付け、文章作成アプリに書き溜めます。 

・モデル文の中から書き表し方の工夫に線を引きます。 

   全文シートを用意しておくと、流れも分かり、言葉に着 

目しやすくなります。 

   ・「①どの言葉が②どんな時に効果的か」をまとめていきます。 

班ごとに表計算ソフト等を活用すると、活動が明確になり、 

主体的、協働的に学びやすくなります。 

   ・見付けた工夫を全体で共有し、教員が『書き方の手引き』に 

まとめていきます。 

 （２）いつでも見られるようにクラウドで児童と共有します。 

   ・いつでも見られるように、クラウド上で児童と共有します。 

      通年で「学びの足あと」として、児童とともに作成しましょう。 

習内容 主な学習活動 
） 
テーマ）の設定 

つけ、知識の獲得 

・既習事項の振り返り、自分自身の興味の確認
し、「相手意識」「目的意識」を設定する。 

・モデルや教科書の例から、書き表し方の工夫 
を見つけ、「書き方の手引き」にまとめる。 

討】（思判表） 

検討 
） 

思判表） 

・目的に応じて、必要な情報を集める。 
・集めた情報をグループ内で共有する。 
・比較、分類して情報を整理する。 
・ICT の付箋機能を活用し、加除訂正をしなが 

ら、組み立て表を作成する。 
・「書き方の手引き」を参照しながら、書き表 

し方を工夫しながら、考えをまとめる。 
・完成した図鑑を読みながら、よい書き表し方 

を見付け、「書き方の手引き」にまとめる。 

 主な学習内容 主な学習活動 
一次 【題材の設定】（思判表） 

 自分の伝えたいこと（テーマ）の設定 
【情報の整理】（知技） 
 書き表し方の工夫を見つけ、知識の獲得 

・既習事項の振り返り、自分自身の興味の確認
し、「相手意識」「目的意識」を設定する。 

・モデルや教科書の例から、書き表し方の工夫 
を見つけ、「書き方の手引き」にまとめる。 

二次 【情報の収集、内容の検討】（思判表） 
 目的に応じた情報収集 
 比較、分類し、内容の検討 
【構成の検討】（思判表） 
 組み立て表の作成 
【考えの形成，記述】（思判表） 
 表現の検討、 

・目的に応じて、必要な情報を集める。 
・集めた情報をグループ内で共有する。 
・比較、分類して情報を整理する。 
・ICT の付箋機能を活用し、加除訂正をしなが 

ら、組み立て表を作成する。 
・「書き方の手引き」を参照しながら、書き表 

し方を工夫しながら、考えをまとめる。 
三次 【共有】 

 よい文章表現の発見 
・完成した図鑑を読みながら、よい書き表し方 

を見付け、「書き方の手引き」にまとめる。 
 

相手意識 目的意識 
学習の 

ねらい 

導入でおさえたい３色団子 

   学習したことの秘密を伝え 

る相手だと誰が良いかな。 

４年生の友達だと、みんな 

知っているから良さそう。 

   じゃあ、読んだ４年生の友 

達に、どんな気持ちになっ 

てほしいかな。 

 「すごい」「びっくりした」 

 「なるほど」って思って 

 ほしいです。 

   今までの学習で「面白い」 

   「好き」な内容は？ 

体育「ハードル走」と 

理科「空気と水」です。 

   もっと知りたいと思ったこ 

とはあるかな。 

ハードル走をもっと速く 

走るコツを調べようかな。 

   そんな秘密が集まった図鑑が 

出来たら素敵じゃないかな。 

   書くときに、大切なことは 

何でしたか？ 

「正しい情報を書く」「中心が 

分かる組み立てにする」です。 

よく頑張ってきたよね。読み 

手に伝わるために、他にどん 

なことが必要かな。 

文章の書き方も工夫すると 

伝わりやすくなると思います。 

   今回は「書き表し方の工夫」 

  に力を入れて、作ってみよう。 「誰に」も大切だけ

ど、「伝えたい思い」

も明確にしましょう。 

児童の主体性を引き出

しましょう。 

児童の興味に即した言

語活動を設定しましょ

う。教科書の言語活動

は一例です。 

時数が長くなるのを防ぐ

ためにも、年間を通して

重きを置く場所を絞り、

児童と共有しましょう。 
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【学びの知恵袋（授業アイディア例】       <小学国語・３年４年 話すこと・聞くこと> 

＜単元名＞     「2 年生に、新しく始まる学習について詳しく伝えよう」 

＜教材名＞     「調べたことを資料にまとめて発表しよう」（教育出版３年下） 

＜主な指導事項＞  相手に伝わるように、理由や事例などを挙げながら、話の中心が明確になるよう話の構成を考 

えること。 【思考力、判断力、表現力等】A（１）イ 

＜言語活動とその特徴＞ 

低学年の【思考力、判断力、表現力等】A（１）イを受けて、中学年では、話の中心的な部分が明確になるように構

成を考える力を身に付けていく。そのため、伝えたいことが良く伝わるよう、相手のことを踏まえて理由や事例を検討

する言語活動を設定した。 

＜単元計画＞ 

次 時 〇 主な学習活動 ・学習内容 

一 １ 〇 伝えたいことを決めて詳しく調べる。 ・情報収集の仕方 

・話す内容の検討の仕方 

・話の中心部分を明確にする構成の組み

立て方 

 

二 ２ 

３ 

〇 発表計画表を作り、発表の組み立てを考える。 

〇 発表計画表をもとに練習する。 

 ・話の順序を考える。 

 ・話す内容に合わせ、資料を選び、検討する。 

 ・資料や動画をどこで見せたら効果的か考える。 

三 ４ 〇 資料を使って発表する。 

自分の考えを相手に伝えるためには、資料を活用しながら話すことが大切です。そこで、本授業アイディア例では、

自分の考えが伝わるように資料を活用したり、資料を提示しながら話す仕方について検討したりすることの指導事例

を紹介します。 

 

 

 

 

 

① A さんが立てた課題 

２年生にもリコーダーの魅力が伝わるように、話の順番（構成）や見せる資料をくふうする （ターゲット：これからリ

コーダーについて学ぶ２年生の子ども） 

 

② A さんの問いかけ 

 

 

③ 【スピーチの一部】 

 

 

 

 

Ａさんたちの学級では、2 年生に向けて来年新しく始まる学習について紹介することにしました。A さんは、

リコーダーが始まることをやその楽しさを紹介することにしました。2 年生が「早く吹いてみたい！」と思えるよ

うに、資料を使いながら話す練習をしています。 

２年生にリコーダーの魅力を伝えるために、実際に吹いて聴かせたいんだ。お話の最初

（1）に吹くか、まとめの時（2）に吹くか迷っているんだけど、どちらのタイミングがいい

か聞き比べてアドバイスをもらってもいいかな。 

（1）←ここで吹く？  
みなさん、リコーダーはとてもきれいな音が出る楽器です。 例えば、指の穴をしっかり
ふさぐと、低い音から高い音まで自由に出せます。 今は難しいかもしれないけれど、3
年生になるとみんなで合奏もできるようになります。 
（2）←ここで吹く？  
私は、みんなで声を合わせて歌うのと同じように、リコーダーで音を合わせるのが大
好きです。 
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④ 友達からの助言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ A さんの解決案 

 

 

 

⑥ 学習のポイント 

スピーチやプレゼンテーションをする際には、目的や意図に応じて、より効果的な資料提示の順番やタイミングな

どがあることを理解し、聞き手がどう感じたり、どんなことが分かったりしてほしいかを考えて、自ら判断できるように

指導することが大切です。 

今回は、中学年の児童が「下の学年にリコーダーの魅力を伝える」という設定を通して、実演（リコーダーを吹く

こと）をどのタイミングで行えば、相手の心に最も響くかを検討します。音声と言葉だけでは伝わりにくい「音色」や

「演奏の楽しさ」を伝える場合、実演のタイミングが重要になります。 

・ 最初に示す： 相手の関心を引きつけ、話に集中させる効果があります。 

・ 途中に挟む： 言葉の説明を補い、具体的なイメージ（指使いなど）を助ける効果があります。 

・ 最後に示す： 伝えたい印象を強調し、相手の行動意欲（やってみたいという気持ち）を高める効果があります。 

このように、目的に応じて、資料や実演を意図的に使い分けることが大切です。 

 

⑦ 本授業アイディア例活用のポイント 

・ 本授業アイディア例のように、一人ひとりが自己の課題を見いだし、課題について検討したり改善したりしなが

ら学習を調整する過程を位置付け、協働的に解決しながら話す力を高めることができるように指導すると効果

的です。 

・ 資料を提示する際や、自分の発表を振り返る際などに ICT を活用すると効果的です。 

 

（1）の最初に吹いたほうがいいと思うよ。最初にきれいな音を聴くと、２年生は『わあ、

すごい！』って身を乗り出して話を聞いてくれると思うな。 

私は（2）の最後に吹いたほうがいいと思う。最後に一番かっこいい曲を吹くことで、

『あんなふうになりたい！』という気持ちが強く残るはずだよ。 

指の説明をするときに、高い音と低い音をちょっとだけ吹いて（実演して）見せるのも

わかりやすいんじゃない？ 

みんなのアドバイスを聞いて、今回は（1）の最初に吹くことにするね。まずは 2 年生
にリコーダーの音を好きになってもらいたいから、一番明るい音色の曲を最初に吹
いて、みんなの心を惹きつけたいと思います！ 
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Ⅲ 小学校 第５学年 
１ 調査問題【出題の趣旨】  

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

１ 

(1) 漢字 

本問題は、該当学年の前の学年別漢字配当表に示されてい
る漢字を正しく使うことができているかをみる問題である。 

なお、「しんせつ」は小学３年～小学６年の全ての学年で、「し
（はじめる）」は小学６年においても出題している。 

(2) 
(3) 

主語と述語 

本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかを
みる問題である。主語と述語は、文の骨格をなすため、明瞭な
文を書く際に最も基礎的な事項であることから、昨年度に引き
続き出題した。 

なお、（2）と（3）の同一問題を小学６年においても出題して
いる。 

(4) 修飾語 

本問題は、修飾語と被修飾語の関係を理解しているかをみる
問題である。文の中での語句相互の関係に気を付け、文の組
立てを理解する力が求められる。 

なお、同一問題を小学６年においても出題している。 

(5) 敬語 

本問題は、相手や場面に応じて適切に敬語を使うことができ
るかをみる問題である。ここでは、相手と自分との関係や、その
場の状況を意識して適切に敬語を使う力が求められる。 

なお、同一問題を小学６年においても出題している。 

読
む
こ
と 

２ 
なりたい職業につ

いての文章を 
読む 

本問題は、目的に応じて、文章と表などの資料を結び付ける
などして必要な情報を見付けて読むことができるかをみる問題
である。ここでは、文章全体の構成を捉える力や、複数の情報を
関係付けながら、文章を読む力が求められる。 

書
く
こ
と 

３ 
読書月間につい
て新聞にまとめる 

本問題は、自分の考えが伝わるようにするために、適切な図
表を用いることができるかをみる問題である。ここでは、目的や
意図に応じて、どのような図表を用いれば効果的かを考える力
が求められる。 

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と 

４ 
資料を画面に映
しながらスピーチ

の練習をする 

本問題は、資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるよ
うに表現することができるかをみる問題である。ここでは、スピー
チで話す内容に適した資料を選択する力や、資料を活用する理
由について考える力が求められる。 

なお、同一問題を小学６年においても出題している。 

５ 
放送委員会の 
取組について 

インタビューする 

本問題は、話し手の意図を捉えながら聞き、また、効果的に会
話を発展させることができるかをみる問題である。ここでは、そ
れまでの内容をふまえつつ自らの考えを述べたり、自分の体験
をふまえて質問したりするなどして効果的なインタビューとなる
ように工夫する力が求められる。 

なお、同一問題を小学６年においても出題している。 
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問題形式

(1) (2) (3) A B C

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

(1)
①

○ ○ 選 71.3 0.1 R6市
【小５】

73.0
小３
小４
小６

46.6
66.9
82.7

(1)
②

○ ○ 選 73.1 0.0 R6市
【小５】

77.0 小６ 79.5

(1)
③

○ ○ 選 92.8 0.0 R6市
【小５】

93.0

(1)
④

○ ○ 選 93.5 0.1 R6市
【小５】

94.3

(1)
⑤

○ ○ 選 83.0 0.1 R6市
【小５】

82.5

(2) ○ ○ 選 67.4 0.1 R６市
【小５】

66.3 小６ 75.3

(3) ○ ○ 選 72.6 0.1 R3全国 67.2 小６ 79.7

(4) ○ ○ 選 54.0 0.1 R3全国 43.8 小６ 62.9

(5) ○ ○ 選 56.7 0.0 R5全国 57.8 小６ 66.2

(1) ○ ○ 選 66.1 0.1

(2) ○ ○ 選 74.3 0.1

(3) ○ ○ 選 86.6 0.1

(1) ○ 〇 選 76.3 0.0 R4市
【小５】

73.1

(2) ○ ○ 選 45.0 0.1 R4市
【小５】

50.8

(1) ○ ○ 選 66.9 0.2 小６ 71.3

(2) ○ ○ 選 80.8 0.2 小６ 85.7

(1) ○ ○ 選 68.3 0.2 小６ 71.2

(2) ○ ○ 選 50.2 0.3 小６ 59.4

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

目的や意図に応じ、話の内容を捉え、
話し手の考えと比較しながら、自分の
考えをまとめることができる。

目的に応じて、文章と図表などを結び
付けるなどして必要な情報を見付け
て読むことができる。

資料を活用するなどして、自分の考え
が伝わるように表現を工夫することが
できる。

資料を活用するなどして、自分の考え
が伝わるように表現を工夫することが
できる。

必要なことを質問しながら聞き、話し
手が伝えたいことや自分が聞きたい
ことの中心を捉えることができる。

自分の考えが伝わるように、適切な図
表を用いて書き表し方を工夫すること
ができる。

目的に応じて、文章と図表などを結び
付けるなどして必要な情報を見付け
て読むことができる。

自分の考えが伝わるように、適切な図
表を用いて書き表し方を工夫すること
ができる。

２　調査問題一覧表【設問別】（第5学年）

設問番号 設問のねらい

学習指導要領の内容 評価の観点 市 過去同一問題等 複数学年での出題

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 知
識
・
技
能

無
解
答
率

（
％

）

出
題
年
度
・
調
査
名

【
学
年

】

正
答
率

（
％

）

出
題
学
年

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（部）

正
答
率

（
％

）

正
答
率

（
％

）

目的に応じて、文章と図表などを結び
付けるなどして必要な情報を見付け
て読むことができる。

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

思
考
・
判
断
・
表
現

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（始）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（満）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（完）

文の中の修飾と被修飾の関係を理解
することができる。

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

文の中の主語と述語の関係を理解す
ることができる。

文の中の主語と述語の関係を理解す
ることができる。

相手や場面に応じて適切に敬語を使
うことができる。

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（親）

１

２

３

４

５
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(1)
①

(1)
②

(1)
③

(1)
④

(1)
⑤

(2)

(3)

(4)
くわしくする言葉とされる言葉の関係をとらえるためには、くわしくする言葉とされる言葉の二つ
の言葉のまとまりに着目し、意味の通るまとまりになっているかを確にんすることが大切です。

(5)
敬語には「謙譲語」「尊敬語」「丁寧語」があります。その中の「謙譲語」と「尊敬語」は、その動
作が「だれの動作」かによって使い分ける必要があります。自分や身内の動作の時は「謙譲
語」、相手や話題となる人の動作は「尊敬語」となります。

(1)
文章と図表などの資料を結び付け、集めた情報を整理しながら読むと、書き手の意図を理解し
やすくなります。

(2)
書き手が、どのような事実を理由や例としてあげているのか、またどのような感想や意見などを
もっているのか等に着目して読むことが大切です。

(3)
文章と図表などの資料を結び付け、集めた情報を整理しながら読むと、書き手の意図を理解し
やすくなります。

(1)
新聞などで資料を使うときには、自分の伝えたいことに合わせて「どのような資料を入れると、
より効果的か」をよく考えることが大切です。

(2)
見出しを付けるときには、まず、「何を伝えたいのか」をはっきりさせましょう。そして、どうしたら読
み手の関心を引き付けることができるのかを考えて、「言葉の順序を変えて強調する」「呼びか
ける表現にする」「キーワードで伝える」など、表現の仕方をくふうしてみましょう。

(1)
今回のスピーチは4つの段落でできています。まずは、それぞれの段落が「何を伝えているか」
を考えましょう。次に、その「伝えていること」に一番てきした資料がどれかという視点で見比べ
て、最も関係が深い資料を見付けてみましょう。

(2)

スピーチの目的が何かを考えて読むことが大切です。
・「提案」…自分の考えた案や意見を出すこと。
・「交流」…互いに考えを伝え合うこと。
・「発表」…自分が調べたり、考えたりしたことを伝えること。
・「質問」…知らないことや聞きたいことをたずねること。

(1)

(2)

ウ

３　正答例【小学校国語　第５学年】

せつ問番号 正答例 解説（考え方・ワンポイントアドバイス・これまでの学習のつながり　等）

イ

漢字を練習する時は、その漢字を使ったじゅく語を調べたり、自分で文を作ったりするなど、文
章の中で使うことを意識して練習しましょう。その時、国語辞典やタブレットを使って、漢字がも
つ意味をとらえ、使える言葉を増やせるとよりよいです。
漢字が正しく書けるようになるには、実際に書いて練習することが有効です。タブレットでの入力
だけでなく、実際に書く活動をバランスよく取り入れてください。

イ

ア

ウ

イ

イ、エ
主語は、言葉の最後が「～は」「～が」「～も」で終わっているものをさがしましょう。述語は、文の
終わりに注目してさがしましょう。その時に主語と述語をつなげて意味が分かるか確かめましょ
う。ふだんから、主語と述語を意識して文を読んだり書いたりすることが大切です。

ウ

ア

ア

4

3

ウ

イ

オ

エ

イ

イ

情報を集めるためにインタビューをするときは、必要な情報を聞き出すことができるように、目的
をもって相手に質問をすることが大切です。

１

２

３

４

５
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４ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

本問題は、《読み手や目的に応じて、文章全体の構成や表現の仕方を工夫すること》ができるかど

うかをみる問題である。新聞記事を作成する場面を設定し、記事の内容を効果的に伝えるための資料

（図表）の選択や、読み手の関心を高めるための「見出し」の工夫について、その意図を理解する力

が求められる。 

 

指導のポイント 

〇 目的や内容に合わせて、効果的な資料を提示する。 

本問題の（1）のように、記事の中にどのような資料を提示するかを考える際、その資料が「何を

説明するためのものか」を明確にすることが重要である。   

児童には、本文中の「去年、人気のあった本」という記述に着目させ、その内容を最も視覚的に

裏付ける資料（例：ランキングの表やグラフ）を選ぶよう指導したい。そこで、本問題では、記事

と資料を結び付ける場面を設定した。文章と資料を相互に関連付けて読み取る習慣をつけることが、

説得力のある文章を書く力を育むことにつながる。 

〇 読み手の関心を高める表現（見出し）を工夫する。 

本問題の（2）では、複数の候補から、なぜその見出しを選んだのか、その「表現の効果」を考え

させている。見出しを工夫する際は、単に内容を要約するだけでなく、「問いかけの言葉を使って

興味を引く」「体言止めで印象付ける」などの具体的な技法を意識させたい。 

指導にあたっては、実際に見出しを書き換え、読み手の印象がどのように変わるかを比較・検討

する活動を取り入れることで、より目的意識を持った書く活動が可能になる。 

小学校第５・６学年 「書くこと」  

問題  
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Ⅳ 小学校 第６学年 
１ 調査問題【出題の趣旨】  

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

１ 

(1) 漢字 

本問題は、該当学年の前の学年別漢字配当表に示されてい
る漢字を正しく使うことができるかをみる問題である。 

なお、「しんせつ」は小学３年～小学６年の全ての学年で、「し
（はじめる）」は小学５年においても出題している。 

(2) 
(3) 

主語と述語 

本問題は、文の中の主語と述語の関係を理解しているかを
みる問題である。主語と述語は、文の骨格をなすため、明瞭な
文を書く際に最も基礎的な事項であることから、昨年度に引き
続き出題した。 

なお、（2）と（3）の同一問題を小学５年においても出題して
いる。 

(4) 修飾語 

本問題は、修飾語と被修飾語の関係を理解しているかをみ
る問題である。文の中での語句相互の関係に気を付け、文の
組立てを理解する力が求められる。 

なお、同一問題を小学５年においても出題している。 

(5) 敬語 

本問題は、相手や場面に応じて適切に敬語を使うことができ
るかをみる問題である。ここでは、相手と自分との関係や、その
場の状況を意識して適切に敬語を使う力が求められる。 

なお、同一問題を小学５年においても出題している。 

読
む
こ
と 

２ 
職業の選び方につい

ての意見文を読む 

本問題は、目的に応じて、文章と表などの資料を結び付ける
などして必要な情報を見付けて読むことができるかをみる問題
である。ここでは、文章全体の構成を捉える力や、複数の情報
を関係付けながら、文章を読む力が求められる。 

書
く
こ
と 

３ 
ごみ問題について

まとめる 

本問題は、自分の考えが伝わるようにするために、適切な図
表を用いることができるかをみる問題である。ここでは、目的や
意図に応じて、資料の構成やどのような図表を用いれば効果
的かを考える力が求められる。 

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と 

４ 
資料を画面に映し
ながらスピーチの

練習をする 

本問題は、資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるよ
うに表現することができるかをみる問題である。ここでは、スピ
ーチで話す内容に適した資料を選択する力や、資料を活用する
理由について考える力が求められる。 

なお、同一問題を小学５年においても出題している。 

５ 

放送委員会の 
取組について 

インタビューする 
 

本問題は、話し手の意図を捉えながら聞き、また、効果的に
会話を発展させることができるかをみる問題である。ここでは、
それまでの内容をふまえつつ自らの考えを述べたり、自分の体
験をふまえて質問したりするなどして効果的なインタビューとな
るように工夫する力が求められる。 

なお、同一問題を小学５年においても出題している。 
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問題形式

(1) (2) (3) A B C

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

(1)
①

○ ○ 選 82.7 0.1 R6市
【小６】

82.5
小３
小４
小５

46.6
66.9
71.3

(1)
②

○ ○ 選 79.5 0.1 R6市
【小６】

79.3 小５ 73.1

(1)
③

○ ○ 選 65.2 0.0 R6市
【小６】

62.8

(1)
④

○ ○ 選 85.8 0.1 R6市
【小６】

87.0

(1)
⑤

○ ○ 選 87.0 0.1 R6市
【小６】

86.7

(2) ○ ○ 選 75.3 0.0 R６市
【小６】

73.5 小５ 67.4

(3) ○ ○ 選 79.7 0.0 R3全国 67.2 小５ 72.6

(4) ○ ○ 選 62.9 0.1 R3全国 43.8 小５ 54.0

(5) ○ ○ 選 66.2 0.1 R5全国 57.8 小５ 56.7

(1) ○ ○ 選 67.0 0.0

(2) ○ ○ 選 85.6 0.1

(3) ○ ○ 選 80.8 0.1

(1) ○ ○ 選 74.1 0.0

(2) ○ ○ 選 79.4 0.1

(1) ○ ○ 選 71.3 0.1 小５ 66.9

(2) ○ ○ 選 85.7 0.1 小５ 80.8

(1) ○ ○ 選 71.2 0.1 小５ 68.3

(2) ○ ○ 選 59.4 0.2 小5 50.2

目的に応じて、文章と図表などを結び
付けるなどして必要な情報を見付け
て読むことができる。

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

目的に応じて、文章と図表などを結び
付けるなどして必要な情報を見付け
て読むことができる。

目的に応じて、文章と図表などを結び
付けるなどして必要な情報を見付け
て読むことができる。

筋道の通った文章となるように、文章
全体の構成や展開を考えることがで
きる。

引用したり、図表やグラフなどを用い
たりして、自分の考えが伝わるように
書き表し方を工夫することができる。

資料を活用するなどして、自分の考え
が伝わるように表現を工夫することが
できる。

資料を活用するなどして、自分の考え
が伝わるように表現を工夫することが
できる。

必要なことを質問しながら聞き、話し
手が伝えたいことや自分が聞きたい
ことの中心を捉えることができる。

目的や意図に応じ、話の内容を捉え、
話し手の考えと比較しながら、自分の
考えをまとめることができる。

無
解
答
率

（
％

）

出
題
年
度
・
調
査
名

【
学
年

】

正
答
率

（
％

）

相手や場面に応じて適切に敬語を使
うことができる。

文の中の修飾と被修飾の関係を理解
することができる。

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（象）

文の中の主語と述語の関係を理解す
ることができる。

文の中の主語と述語の関係を理解す
ることができる。

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（親）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（始）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（借）

当該学年の前の学年別漢字配当表
に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる。（過）

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

正
答
率

（
％

）

正
答
率

（
％

）

２　調査問題一覧表【設問別】（第６学年）

設問番号 設問のねらい

学習指導要領の内容 評価の観点 市 過去同一問題等 複数学年での出題

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

出
題
学
年

１

２

３

４

５
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(1)
①

(1)
②

(1)
③

(1)
④

(1)
⑤

(2)

(3)

(4)
くわしくする言葉と、される言葉の関係をとらえるためには、二つの言葉のまとまりに着目し、
意味の通るまとまりになっているかを確認することが大切です。

(5)
敬語には「謙譲語」「尊敬語」「丁寧語」があります。その中の「謙譲語」と「尊敬語」は、そ
の動作が「だれの動作」かによって使い分ける必要があります。自分や身内の動作の時は
「謙譲語」、相手や話題となる人の動作は「尊敬語」となります。

(1)
文章と図表などの資料を結び付け、集めた情報を整理しながら読むと、書き手の意図を理
解しやすくなります。

(2)
書き手が、どのような事実を理由や例としてあげているのか、またどのような感想や意見などをもっ
ているのか等に着目して読むことで、どのようなことを伝えたいのかが分かりやすくなります。

(3)
書き手は、自分の考えをより適切に伝えるために、どのように文章を書いているのか、どのような理
由や事例を用いることで説得力を高めようとしているかを意識して読むことが大切です。

(1)
見出しを付けるときには、まず、「何を伝えたいのかをはっきりさせましょう。そしてどうしたら読み手
の関心を引き付けることができるのかを考えて、「言葉の順序を変えて強調する」「呼びかける表
現にする」「キーワードで伝える」など、表現の仕方を工夫しましょう。

(2) 資料を使うときには、自分の伝えたいことに合わせて「どのような資料を入れるのか」また、「どこに
着目してもらうと効果的か」をよく考えることが大切です。

(1)
今回のスピーチは4つの段落でできています。まずは、それぞれの段落が「何を伝えている
か」を考えましょう。次に、その「伝えていること」に一番適した資料がどれかという視点で
見比べて、最も関係が深い資料を見付けてみましょう。

(2)

スピーチの目的が何かを考えて読むことが大切です。
・「提案」…自分の考えた案や意見を出すこと。
・「交流」…互いに考えを伝え合うこと。
・「発表」…自分が調べたり、考えたりしたことを伝えること。
・「質問」…知らないことや聞きたいことをたずねること。

(1)

(2)

主語は、言葉の最後が「～は」「～が」「～も」で終わっているものをさがしましょう。述語は、
文の終わりに注目してさがしましょう。その時に主語と述語をつなげて意味が分かるかを確
かめましょう。ふだんから、主語と述語を意識して文を読んだり書いたりすることが大切で
す。

漢字を練習する時は、その漢字を使った熟語を調べたり、自分で文を作ったりするなど、文
章の中で使うことを意識して練習しましょう。その時、国語辞典やタブレットを使って、漢字が
もつ意味をとらえ、使える言葉を増やせるとよりよいです。
漢字が正しく書けるようになるには、実際に書いて練習することが有効です。タブレットでの
入力だけでなく、実際に書く活動をバランスよく取り入れてください。

イ

イ

ア

イ

ウ

ア

ウ

イ

イ、エ

エ

①ア　②エ

ウ

エ

オ

4

3

ウ

イ

情報を集めるためにインタビューをするときは、必要な情報を聞き出すことができるように、
目的をもって相手に質問をすることが大切です。

３　正答例【小学校国語　第６学年】

設問番号 正答例 解説（考え方・ワンポイントアドバイス・これまでの学習のつながり　等）

１

２

３

４

５
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４ 特徴的な問題と解説 

 

【特徴的な問題】 

○問題 （5 年）大問４ （６年）大問４  動画使用問題 

 

出題の趣旨 

本問題は、≪資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現すること≫がで

きるかどうかをみる問題である。ここでは、スピーチで話す内容に適した資料を選択するこ

と及び、資料を活用する理由を考える力が求められる。 

 

指導のポイント 

〇 伝えたい「相手」と「目的」を明確にし、伝えたいことに合わせた効果的な資料を、意図をもっ

て選択する。 

本問題では、興味をもった生き物について「紹介文」としてスピーチしている。他にも、

高学年では「資料を使った説明文」「意見文」「提案文」「活動報告文」「案内文」「推薦文」

などの文章様式で言語活動をしていくことも多い。いずれの場合も、まずは、①誰に向け

て話すのか（相手意識）を明確にすること、②何のために話すのかという目的を明確にす

ることが大切である。 

その上で、相手と目的に合った内容や構成を考え、スピーチメモを作成していく。相手

が自分の伝えたいことについてどの程度知っているのかによっても、活用する資料は変

わってくる。 

ここでは、カモノハシを話題にしている。伝えたい相手である同学年の児童はあまり知

らないことが想定されるので、詳しく紹介できるよう４つの資料を活用している。写真資

料も効果的であるが、カモノハシのくちばしや水かき、尾がどのようになっているのか、

どのように餌を食べているのかをさらに分かりやすく伝えられるように動画資料を選択

している。 

このように、活用できる資料にはさまざまな種類がある。絵や写真、動画、図や表、グ

ラフなどである。さらに、資料の全体を見せるのか一部分だけを見せるのか、そのまま提

示するのか拡大して提示するのかなど、見せ方にも工夫が求められる。児童への働きかけ

として、③自分が伝えたいことに合った効果的な資料は何かを考えられるような発問を

行うことが大切である。 

〇 文章（発表原稿）と資料を照らし合わせ、自分の考えをより分かりやすく表現する。 

本問題では、スピーチメモを基に構成を考え、スピーチ（発表原稿）では４つの資料を

活用している。発表原稿の各段落で、自分が何を伝えたいのかが明確になっているか、そ

の内容に対して選んだ資料が適切であるかを児童自身がチェックできるようにしたい。

また、児童がその資料を活用する理由を自分の言葉で説明できるように指導する。その際、

「資料を提示する順番」「資料を見せるタイミング」が効果的か、「資料の見せ方」に工夫

があるかを観点として児童に意識させたい。 

さらに、発表内容や資料の提示の仕方に応じて、「声の大きさや速さ」「抑揚や間の取り

方」など、表現の工夫ができないかを問いかけ、文章構成・資料・話し方が一体となって

相手に伝えられるようにしていくことが重要である。こうした表現の工夫を自ら確認す

るために、ＩＣＴ機器を活用して、発表の様子を録画し、振り返りながら練習や修正を重

ねることも有効である。 

小学校第５・６学年 国語 「話すこと・聞くこと」 
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【学びの知恵袋（授業アイディア例）】                       <小学国語・5 年 ６年 話すこと・聞くこと> 

＜単元名＞    「さいたま市の魅力を調べて発表しよう」 

＜教材名＞    資料を使って効果的に発表しよう（教育出版 5 年下） 

＜主な指導事項＞ 資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫すること。 

【思考力、判断力、表現力等】A（１）ウ 

＜言語活動とその特徴＞ 

中学年の【思考力、判断力、表現力等】A（１）ウを受けて、高学年では、話の内容を分かりやすく伝えるた

めに、資料を活用するなどして表現を工夫する力を身に付けていく。そのため、音声言語だけで、聞き手が理解

しにくくならないよう、資料の内容や表示方法を検討する言語活動を設定した。 

 

＜単元計画＞ 

次 時 主な学習活動 〇学習内容 

一 １ ①テーマを決め、伝えたいことの中心を考える。 ・情報収集の仕方 

・取り上げる内容に合った適切な資料の検討 

・話し方や、言葉遣い、資料の示し方の工夫 

 

二 ２ 

３ 

②発表の準備をする。 

 ・資料を集める。→資料を選ぶ。 

 ・発表の内容・構成を検討する。 

③発表の練習を行い、内容や方法を見直す。 

三 ４ ④資料を使って発表する。 

自分の考えを相手に伝えるためには、資料を活用しながら話すことが大切です。そこで、本授業アイディ

ア例では、自分の考えが伝わるように資料を活用したり、資料を提示しながら話す仕方について検討したり

することの指導事例を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

① A さんが立てた課題 

相手や目的に応じて、話の内容に合う資料を用意する （ターゲット：盆栽のことをあまり知らない、市外か

ら来た観光客）。 

 

② A さんの問いかけ 

 

 

③ 【スピーチの一部】 

 

 

 

Ａさんたちの学級では、さいたま市にある盆栽村について初めて知る人にも分かりやすく伝える

ために、必要な情報を集め、提案内容を検討し、 話の構成を考えてきました。ここでは、発表に向

けて表現を工夫するために、自らが立てた課題について、「資料を効果的に活用しながら話す」とい

う観点で、同じグループの児童が助言し合いながら課題を解決している場面を示しています。 

『大宮盆栽村』は世界中から人が来るすごい場所だって伝えたいんだけど、この資

料だけでその魅力がきちんと伝わるかな。スピーチしてみるから、聞いてくれる？ 

さいたま市にある大宮盆栽村は、約 100 年前の関東大震災をきっかけに職

人さんたちが移り住んでできた場所です。ここにある盆栽は、ただの植物で

はなく『生きた芸術』と呼ばれています。中には樹齢数百年というとても古

い木もあり、今も成長し続けているのが一番の見どころです。例えば…… 

大宮盆栽村 
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④ 友達からの助言 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ A さんの解決案（資料の改善） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助言をもらった後 

o 資料のタイトルを「盆栽＝生きた芸術」に変更した。 

o 時間の対比：「100 年前の盆栽の写真」と「現在の同じ盆栽の写真」を並べて提示し、形を整え

ながら受け継がれてきたことを示す。 

o 解説の追加：「ただ育てるだけでなく、枝の形を整えて景色を作る」という盆栽独自のポイントを

短い言葉で添える。 

 

⑥ 学習のポイント 

   音声言語だけでは理解しにくかったり、誤解を招きそうだったりする場合などに資料の活用が考えられます。

実際に用いる資料としては、相手や目的に応じ、必要な文言や数値などの引用、実物や画像、映像などの使用、

図解したものや重要な語句の定義付けなどの明示が考えられます。音声だけでは伝わりにくい「時間の長さ」

や「技術の細かさ」を説明する場合、資料の提示が大変有効です。 

 

⑦ 本授業アイディア例活用のポイント 

（1）本授業アイディア例のように、一人ひとりが自己の課題を見いだし、課題について検討したり改善し

たりしながら学習を調整する過程を位置付け、協働的に解決しながら話す力を高めることができるよう

に指導すると効果的です。 

（2）資料を提示する際や、自分の発表を振り返る際などに ICT を活用すると効果的です。たとえば、発表

の様子を録画して比較したり、資料提示の順番をスライドで整理したりすることで、改善点が明確にな

ります。 

『生きた芸術』って素敵な言葉だね。でも、初めて聞く人にはイメージしにくいか

も。普通の植物と何が違うのか、パッと見て分かる工夫があるといいな。 

『樹齢数百年』って言葉だけだと、どのくらい長い時間大切にされてきたのか実感

がわかないよ。昔の写真とか、何か時間の流れを感じる資料があったらどうかな？ 

盆栽＝生きた芸術 

 
 
 
 
   １００年前    現在 

こんな資料を用意したんだけど、どうかな。さらに、スピーチの内容に、盆栽

はただ育てるのではなく、枝の形を整えて景色を作る」という言葉を付け加え

ようと思う。 
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中・中等教育学校 第１学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】  

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と 

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

１ 案内をする 

文化祭の案内をする場面を設定した。相手の

反応を踏まえて言葉を補ったり、自分の考えが

分かりやすく伝わるように表現を工夫したりして

話すこと、日常よく使われる敬語を理解して使う

ことを求めている。 

書
く
こ
と 

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

２ 新聞を書く 

取材で得た情報を基に新聞を書くという場面

を設定した。媒体に応じた言葉遣いや段落の役

割の理解を求めている。また、文章の内容を簡

潔にまとめて書く力を求めている。 

読
む
こ
と 

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

３ 文学的な文章を読む 

『流れ星が消えないうちに』という作品を取り

上げた。登場人物の心情の変化や行動などにつ

いて、描写を基に捉えることや、場面と描写など

を結び付けて解釈することを求めている。また、

語句の文脈上の意味に注意して、表現の効果に

ついて考えることを求めている。 

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項 

４ 
伝統的な言語文化 

書写 

古典は『十訓抄』を取り上げ、現代語訳を手

掛かりに作品を読むことを通じて、登場人物の

言動の内容を的確に読み取ることや、歴史的仮

名遣いを理解することを求めている。また、漢字

の行書の特徴を理解することを求めている。 

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る

事
項 

５ 
漢字 

文や文章 

音訓や意味、用法などの知識を習得し、文脈

に即して漢字を使うこと、主語を正しく理解する

ことを求めている。 
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問題形式

(1) (2) (3) A B C

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

1 ○ ○ 選 74.2 0.0

2 ○ ○ 選 93.3 0.0 R６市【中１】 79.2

3 ○ ○ 選 86.7 0.0

4 ○ ○ 選 58.5 0.0

5 ○ ○ 選 51.0 0.0

1 ○ ○ 選 78.4 0.0

2 ○ ○ 選 79.0 0.0

3 ○ ○ 選 92.9 0.0

4 ○ ○ 選 40.6 0.1

1 ○ ○ 選 65.4 0.1 R６市【中１】 52.9

2 ○ ○ 短 66.0 3.0

3 ○ ○ 選 69.0 0.2

4 ○ ○ 選 75.6 0.1 R６市【中１】 71.1

5 ○ ○ 選 85.5 0.1

6 ○ ○ 選 75.7 0.2 R６市【中１】 52.9

1A ○ ○ 選 34.2 6.2 Ｒ６市【中１】 70.5 中２ 49.5

１B ○ ○ 選 57.9 3.8 Ｒ６市【中１】 70.5

2 ○ ○ 選 42.7 0.3

3 ○ ○ 選 88.4 0.3 R6市【中１】 79.6

1① ○ ○ 選 77.0 0.3 R6市【中１】 75.6

1② ○ ○ 選 65.7 0.3 R4市【中1】 70.6 中２ 66.9

2 ○ ○ 選 84.2 0.4 R6市【中1】 57.3

࿥

࿦

࿧

࿨

࿤

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

無
解
答
率

（
％

）

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

文語のきまりを理解しているかどうか
をみる。（いはれ）

出
題
年
度
・
調
査
名

【
学
年

】

目的や場面に応じて質問することができ
るかどうかをみる。

話の中心的な部分と付加的な部分との
関係などに注意して、話の構成を考えるこ
とができるかどうかをみる。

相手の反応を踏まえながら、自分の考え
が分かりやすく伝わるように、表現できる
かどうかをみる。

日常よく使われる敬語を理解し、正しく使
うことができるかどうかをみる。

思考力、判断力、表現力等 知
識
・
技
能

文脈に即して漢字を使うことができる
かどうかをみる。（務める）

文脈の主語を正しく捉え、文の構造を
理解しているかどうかをみる。

文語のきまりを理解しているかどうか
をみる。（かやうなる）

現代語訳を手掛かりに作品を読むこ
とを通じて、登場人物の言動を理解す
ることができているかどうかをみる。

集めた情報を取捨選択し、伝えたいこ
とを簡潔にまとめることができるかど
うかをみる。

正
答
率

（
％

）

漢字の行書の基礎的な書き方を理解
しているかどうかをみる。

２　調査問題一覧表【設問別】（第１学年）

設問番号 設問のねらい

学習指導要領の内容 評価の観点 市 過去同一問題等 複数学年での出題

知識及び技能 正
答
率

（
％

）

出
題
学
年

正
答
率

（
％

）

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

文脈に即して、漢字を使うことができ
るかどうかをみる。（映る）

思
考
・
判
断
・
表
現

文章の表現の効果について、根拠を
明確にして考えることができるかどう
かをみる。

登場人物の心情について、描写を基
に捉えることができるかどうかをみる。

場面の展開や、登場人物の心情の変
化などについて、描写を基に捉えるこ
とができるかどうかをみる。

事象を表す擬態語が文章の中で、果
たしている役割を捉えることができる
かどうかをみる。

場面の展開や、登場人物の心情の変
化などについて、描写を基に捉えるこ
とができるかどうかをみる。

媒体に合わせた言葉や表現を理解し
ているかどうかをみる。

相手の反応を踏まえながら、自分の考え
が分かりやすく伝わるように、表現できる
かどうかをみる。

場面と描写を結び付けて、内容を解
釈できるかどうかをみる。

読み手の助言を踏まえ、伝えるべき事
柄を、段落の適切な位置に追加でき
るかどうかをみる。

文章全体の内容から、中心となる部
分を抜き出し、簡潔に文章の要旨を
捉えたものを選べるかどうかをみる。
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1
下線部の前文「階段をのぼってすぐ左側の教室が、音楽室です。」という文から、現在の場所から音楽室までの道のりを案内していることが分
かります。また下線部の「こちら」という言葉より、近くの階段を指し示しながら説明していることが分かります。これらの説明より、聞き手である田
村さんがどの階段を使ったらよいか、疑問を感じ取り、山根さんが案内をしていると読み取れるため、選択肢アが正答になります。

2
下線部「拝見いただく」は、「拝見する」と「いただく」の二つの要素で構成されています。「拝見する」は「見る」の謙譲語で、「いただく」は「～し
てもらう」の謙譲語です。謙譲語は、自分の行為に対して自分がへりくだって使うものです。この場面では、相手に行為に対しての敬意を示す尊
敬語の「ご覧になる」と、自分がへりくだって使う謙譲語の「いただく」を組み合わせた選択肢アが正答になります。

3
下線部前の山根さんの発言は、体育館での催し物について案内をしています。その発言に対しての、下線部の発言になるので、体育館以外の
催し物の案内を求める発言だと理解できます。また下線部の前文で、「では、体育館の発表ではなく、他の企画を見に行こうと思います。」と言っ
ていることから、体育館の催し物は見に行かないことが明確となります。これらより、選択肢ウが正答になります。

4 案内役の話し方に関する問題です。会話文の中に、「こちらの階段を・・・」や（【案内図】を示しながら）「美術室は１階のこちら・・・」とあること
から、身振り・手振りを交えながら話す選択肢イが正答になります。

5
山根さんの発言からは、美術部が制作に半年かけた「事実」と、作品から山根さんが感じ取った「感想」が伝えられています。また、放送部につ
いて、構成から音響までを部員で制作した「事実」と、ムービーからは「青春」を感じることができる山根さんの「感想」が伝えられています。これ
らより、選択肢アが正答になります。

1
「留学生の様子の変化」を詳しく伝える文を選ぶ問いのため、【取材メモ】の中から留学生の様子が書かれている部分に着目します。すると、
「はじめのうちは留学生は慣れない様子」、「2年1組の説明により留学生たちも上達」、「留学生たちが日本の遊びを楽しんでいる」ことが分か
るので、その内容を全て含んでいる選択肢はウになります。

2
①の直後に新聞記事に取り上げられている出来事の紹介が書かれているので、文章冒頭にいきなり二年一組のことが書かれているのは不適
切です。③、④以降の文章の内容は、交流会の様子やインタビューした内容が記載されています。②の直前には「遊び」の記載があり、「遊び」
の内容を伝えるには、②の位置が正答ということになります。

3

新聞の「見出し」は、文章全体の内容を簡潔に示し、全体の記事の内容を一言で伝えるものです。記事には、オーストラリアからの留学生が、わ
かば中の二年生と日本の昔遊びで交流した内容が書かれています。そのうえで選択肢を見てみると、ア、エの選択肢は、記事の一部分のみに
着目した内容になっています。イの選択肢は抽象的な言葉で示していて、記事の内容が伝わってきません。そのため、記事の内容を示しつつ、全
体の内容に触れている選択肢はウになります。

4 【インタビュー記録の一部】と【新聞】の文章を比べてみると、イ～エの選択肢の内容は含んでいることが分かります。しかし、【新聞】記事の中に
高田さんの台詞が載っており、その中に「うれしい」などの高田さんの主観が含まれていることから、アの選択肢が不適切で正答になります。

1

下線部①の直前の部分から、「加地君」が予定外に牡羊座の説明をしようとしていることが分かります。下線部の部分では、プラネタリウムの星
の動きが不安定であることから、その操作をする科学部員の戸惑いを読み取ることができるため、イが正答になります。登場人物の心情が物体
の動きを通して表現されています。文学的文章では、このような描写が用いられることがよくあります。文学的文章を読むときには意識してみま
しょう。

2

※完答

自分のことを地味だと思っている「わたし」に向けて、「加地君」がプラネタリウムのナレーションを通して、魅力に気付いている人がいると伝える
というのが、この物語の大筋です。「わたし」は地味な牡羊座で、その引き合いに出されている派手な星座が牡牛座です。彼女にとって「派手な
星座」とはどのような星座なのかは下線部②の直後に説明されているので、そこから適語を抜き出せばよいでしょう。問題としての難易度は高く
はないと思われますが、このような問題を解きながら、物語の大筋（地味な星座の魅力を紹介することで、「わたし」への思いを伝えている）に気
付くことが大切です。

3

この物語は「わたし」の視点で語られています。このような物語は、あくまでも語り手の目線で語られているので、「語り手の主観」が含まれると
いうことを念頭に置いて読むことが大切です。例えば、「少年の日の思い出」の「僕」は「エーミール」のことを悪くいうような部分がありますが、
それはあくまでも「僕」から見た人物像に過ぎないということです。そしてそれに気が付くと、物語の解釈が広がったり深まったりするはずです。下
線部③は「わたし」が見た光景です。暗い天球内で、プラネタリウムの星の光でうっすらと加地君の輪郭だけが浮かび上がり、そしてそれが自分
の方を向いていることに気が付いた、という状況を読み取ることができたでしょうか。「わたし」の目には印象的に映っていることが分かるので、
「加地君が自分を見ている」という驚きが一層強調されています。

4
「誇らしい気持ち」を描写を手掛かりにして、詳細に問うています。問２の解説で示したように、地味だと思っていた自分の星座（牡羊座）の魅力
を「加地君」に紹介してもらい、プラネタリウムの観客がうらやんでいる様子を見て、「本当はすごくて、将来お金持ちになれる牡羊座なのだ」と
喜んでいることが分かります。そのため、アが正答になります。

5
今回の文章では「ひゅんひゅんと」は擬態語（オノマトペの1つ）です。オノマトペは、感覚や情景を直感的に伝えることができます。今回は、前後
の描写と照らし合わせながら、何の、どんな様子を擬態語で表現しているのかを読み取ることを求めています。直後に「星がいくつも流れていっ
た」とあるので、アの「無数の星が素早く動い」たことを表現していると判断することができます。

6

この物語のポイントは「わたし」と「牡羊座」を重ね合わせている点にあります。自分が地味だと自覚している「わたし」に向けて、加地君が、同じ
くあまり目立たない牡羊座の魅力をプラネタリウムの解説を通して語り、その先に「わたし」へのメッセージを投げかけています。下線部⑥は、
「顔が熱くなってきた」とあるように、「わたし」の感情が表情に表れていることが分かります。「顔が熱く」なるのは、照れているとき、恥ずかしい
とき、興奮したとき、などです。下線部の直前は、加地君の牡羊座に重ね合わせた「わたし」へのメッセージです。これを聞いて「わたし」は「顔が
熱く」なったのです。ここから、正答はエであることが分かります。

（1）A
古文のきまりの１つである、歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す問いです。次のような母音の連続は伸ばす音に直すきまりがあります。その
ため、本問の場合、「ア段」＋「う・ふ」⇒「オ段」の長音（ au　→ ō ）に直すきまりに従い、「や」⇒「よ」のように直します。

（1）B 古文のきまりの１つである、歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す問いです。歴史的仮名遣いでは「は・ひ・ふ・へ・ほ」が、それぞれ現在の「わ
行」の音に変化しているものがあります。そのため、本問の場合、「は」⇒「わ」のように直します。

(2) 楊梅大納言顕雅卿の言い間違いを捉える問いです。「時雨」→「車」　「観音」→「ねずみ」と言い間違えており、　口語訳を基に考えるとウが正
答となります。

(3)
行書の特徴について理解しているかを問うものです。行書の特徴として、点や画の形が丸みを帯びる場合があること、点や画の方向及び止め・
はね・払いの形が変わる場合があること、点や画が連続したり省略されたりする場合があること、筆順が変わる場合があることなどが挙げられ
るので、イが正答となります。

（1）① 「うつる」の異字同訓の漢字を問うものです。空欄前後から、山々が水面に「うつる」という内容となっています。水や鏡に反射することを表す「う
つる」と判断し、正答はアとなります。

（1）②
「つとめる」の異字同訓の漢字を問うものです。「病院につとめる」ということは、すなわち「病院で働く」と言い換えることができます。「ア.務め
る」は、特定の役割や職務を果たすことを意味し、「イ.努める」は努力して何かをすること、　「ウ.勤める」は企業や組織に雇用され、働くこと、
「エ.勉める」は勉学に励むことを意味するため、ウが正答となります。

(2) 文中の主語を指摘する問いです。主語は、述語の主体となります。「『何が』残されたのか」を探すと、「ウ　一輪車が」が導き出されます。

࿥

࿦

࿧

࿨

ア

ウ

ウ

②

ウ

ア

ウ

イ

Ａ　明るい（４文字）
Ｂ　わかりやす（５文字）

ウ

ア

イ

ア

エ

かようなる

いわれ

ウ

࿤

3　正答例【中・中等教育学校　国語　第１学年】

設問番号 正答例 解説（考え方・ワンポイントアドバイス・これまでの学習のつながり 等）

ア

ア

ア

ウ

イ
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（後略） 

４ 特徴的な問題と解説 

 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

 文化祭の案内をする場面を設定した。相手の反応を踏まえて言葉を補ったり、自分の考えが分かり

やすく伝わるように表現を工夫したりして話すこと、日常よく使われる敬語を理解して使うことを求

めている。 

 

指導のポイント 

〇 相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫する。 

  「Ａ 話すこと・聞くこと」の学習においては、「話題の設定、情報の収集、内容の検討」、「構

成の検討、考えの形成（話すこと）」、「表現、共有（話すこと）」、「構造と内容の把握、精査・ 

解釈、考えの形成、共有（聞くこと）」、「話合いの進め方の検討、考えの形成、共有（話し合う

こと）」に関する各指導事項が示す資質・能力を身に付けることができるように、意図的・ 計画的 

に指導を重ねることが大切である。 

  相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫するためには、

話す速度や音量・言葉の調子や間の取り方、資料の提示方法を変えることや、相手に伝わりやすい

語句の選択や語句の言い直し、または、語句の言い換えなどができるように指導することが重要で

ある。 

例えば、聞き手の反応などを踏まえ、スピーチ中に自分の考えが伝わっていないと判断した場合、

聞き手の話の受け止め方や理解の状況を捉えて表現を工夫したり、資料や機器を用いて自分の考え

が分かりやすく伝わるように工夫したりすることがより重要になる。 

本資料では、聞き手の話の受け止め方や理解の状況を捉えて表現の工夫を促す授業アイディアの

一例を次に示す。 

 

 

中・中等教育学校第１学年 国語 「話すこと・聞くこと」 
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【学びの知恵袋（授業アイディア例）】 

「私の推し」を紹介しよう～相手の反応を踏まえながら話す～ 

【本アイディア例と関連する問題及び学習指導要領における内容】 

〔第１学年〕思考力、判断力、表現力等 Ａ 

ウ  相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫すること。 

 

  

 

➊ 学習の導入を行う。 

 

 

 

 

 

〔生徒の発言の例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔生徒の発言の例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんに「推し」はありますか？自分の「推し」の魅力を、それをあまり知ら

なかったり興味がなかったりする人に伝えるためにはどんなことが必要で

しょうか？ 

 

教師 

準備をしっかり行って、伝えることを明確にすることが必要だと思

います。 

話の導入で興味をひいたり、構成を工夫したりすることが大切

だと思います。 

どれも大切な視点ですね。皆さんはこれまで、しっかり準備をしたのに、

自分の思いや意図が相手にうまく伝わらなかったような経験はありませ

んか？思いや意図が相手にうまく伝わっているかどうかや、相手が理解し

てくれているかどうかを、皆さんはどのように把握していますか？ 

 

教師 

聞いている人が首をかしげていたり、怪訝な表情をしたりしてい

ると、うまく伝わっていないのかなと感じることがあります。 

聞きながら相槌を打っていたり、「たしかに」などのつぶやきが

聞こえたりすると、しっかり伝わっているのだなと感じます。 
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❷ 学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

（単元計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学習活動だけでなく、目標および単元計画を共有する。必要に応じ、ルーブリックを提示すること

も考えられる。 

 

❸ 話す際に意識する点、工夫の仕方について、グループで考える。 

 

 

 

 

 

※生徒の実態に応じて、事前に撮影した教師のモデルを提示する等の工夫が考えられる。 

※何人かの生徒のものを取り上げて全体で共有したり、ペアワークや複数人で交流したりする方

法等が考えられる。 

 

 

【第一次】 ２時間 

１． 導入・単元の流れの把握 

２． 「相手の反応を踏まえながら話す」には？ 

３． 発表テーマの決定 

４． 発表準備・発表メモの作成 

５． 練習 

【第二次】 １時間 

１． 実践 

２． 振り返り 

【第三次】 １時間 

１． 前時の振り返り内容のグループ内での共有 

２． まとめ・共有を踏まえての再実践 

３． 単元のまとめ 

「私の推し」を紹介しよう～相手の反応を踏まえながら話す～ 

教師 

私もみなさんの反応を確認しながら、話をしています。 

発表や報告、プレゼンテーションなどを行う際には、ただ原稿通りに話す

だけでなく、相手の反応を見ながら話し方や表現を工夫することも大切

ですね。この単元では、相手の反応を踏まえながら話すことができるよう

にしていきましょう。 

 

  この単元では、皆さんの『推し』のよさや魅力を伝えるために、相手の

反応を踏まえながら、表現を工夫する学習に取り組みましょう。 

 

 

教師 

相手の反応を踏まえながら話すには、どのようなことを意識したらいい

か、どのような工夫の仕方があるでしょうか。 

それぞれ、グループ（生活班）で考えてみましょう。考えた内容は、クラウド

上で共有しましょう。 
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・どのようなことを意識したらいいか。 

 

 

・どのような工夫の仕方があるか。 

〔生徒の反応の例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グループで話合いをする前に、生徒の実態に応じて、教師が観点（例）を１～２つ程度提示した

のちに、生徒に考えさせるなどの工夫が考えられる。 

 

❹ 発表のテーマを決め、発表メモ作成する。 

〔生徒の反応の例〕 

 

 

❺ 発表の練習をする。 

※❹❺は各自の進度に合わせて取り組む。 

※発表のテーマ決めやメモの作成、練習自体は本単元の目標ではないため、書くことが苦手な生

徒に対しては、積極的にアドバイスをしたり、他生徒の取組を参考にさせたりする。 

 

❻ ❸で考えた、意識するポイントや工夫の仕方をまとめの内容をクラウド上で共有する。 

〔生徒の反応の例〕 

 

 

 

 

○聞き手の反応で意識する点（例） 

 ・うなずき  ・表情  ・応答  等 

 ○聞き手の反応を踏まえて工夫する点（例） 

・語句の選択  ・語句の言い直し  ・語句の言い換え  ・話す速度や音量  

 ・言葉の調子や間の取り方 

・補足 

聞き手がうなずいていると、

内容が伝わっていると思うか

ら、うなずいているか確認す

ることが大切だと思います。 

相手の反応を見ながらしゃ

べるためには、言葉の調子や

間の取り方を工夫することが

大切だと思います。 

話す速度が速いと、相手の反

応が分からないよ。 

発表原稿がメモ形式だと、相

手の反応を確認しながら話す

ことができるかもしれないね。 

発表原稿をしっかりと作ると、

読むことに意識が集中してしま

い、相手の反応を確認できま

せん。 

文章の展開の違いを

比べたら面白いかな。 前に文章の読み方を 

学習したな。 

聞き手の表情をみても、内容

が伝わっているか分かります。

そのため、表情を確認しなが

ら、話すことが重要です。 
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❼ ❻の意見を踏まえながら、評価の観点を確認する。 

 

 

 

 

❽発表を行う。（発表３～４分、振り返り・フィードバック５分×４回） 

※発表テーマを Forms などで事前に収集しておき、テーマが異なるもの同士の４人グループを組

んでおく。グループや発表スケジュールを事前共有しておく。 

※発表者は、発表を自分のタブレットで録音・録画しておく。 

※振り返り・フィードバックでは、録音・録画したものも確認しながら、相手の反応に応じて行った工

夫やその効果について話し合う。 

❾ 本時の気づきや振り返りをまとめる。 

※単元の目標を意識して振り返るように促す。 

 

 

❿ 前時の気づきや振り返りを４人グループ内で共有し、❸の内容を改めて考える。 

※前時の発表での具体的な場面や様子を想起させながら話し合うようにさせる。 

⓫ ❿を踏まえて、もう一度４人グループ内で発表を行う。 

⓬ 単元を通してのまとめの振り返りを行う。 

※【振り返りの観点】を示しながら、各自の気づきや学びを言語化させる。 

 

 

 

 

 

※振り返りは、個人で行うとともに、クラウド上で内容を共有したり、複数人で交流したりすることが

考えられる。「よい気づき」があった生徒については、教師が価値づけし、全体で共有する。 

【本アイディア例を活用する際のポイント】 

○ 指導事項が〔第１学年〕思考力、判断力、表現力等 Ａ ウ 「相手の反応を踏まえながら、自分

の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫すること。」にある「相手の反応を踏まえながら」

に特化した授業であるため、発表原稿はメモ程度にすること。 

○ 他教科等の学習や学校行事等との関連を図り、本単元を位置付けることも有効である。 

〔例〕 「私の探究成果を発表しよう」（総合的な学習の時間） 

〔例〕 「小学 6 年生に中学校生活を紹介しよう！」（つぼみの日） 

 

教師 

相手の反応を踏まえながら話すためには、聞き手のうなずき、表情、応答

等を確認しながら、 話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方を変更し

たり、言い直しや補足をしたりするといいことが分かりますね。 

 

 

・相手の反応を踏まえながら話すためには、どのようなことを意識し、どのような工夫をするこ

とが効果的か。 

・単元の学習を通して気づいたことや学んだことをどのような場面で生かすことができるか。 

・自分の学習への取り組み方、学び方はどうだったか。 

振り返りの観点（例） 
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中・中等教育学校 第２学年 
１ 調査問題【出題の趣旨】  

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と 

１ 話し合いをする 

生成 AＩを学習に利用することについて話し合う場面

を設定した。話題や展開を捉えながら、資料を用いて自

分の考えを話したり、互いの発言を結び付けて話し合っ

たりすることを求めている。 

書
く
こ
と 

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

２ 意見文を書く 

令和４年度全国調査を基にした問題で、「先端技術

との関わり方」というテーマで意見文を書く場面を設定

した。段落の役割を意識して構成を検討することや、読

み手の立場を踏まえて説明を加えること、言葉の働きに

ついて理解し目的に応じて使うこと、資料から必要な情

報を正しく引用することを求めている。 

読
む
こ
と 

３ 説明的な文章を読む 

『生き物が大人になるまで』から連続する２つの章を

取り上げ、目的に応じて適切な情報を得たり、文章と図

表を結び付けたりして内容を解釈することを求めてい

る。また、２つの章を関連させ、文章の構成や論理の展

開、表現の効果について考えることを求めている。 

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項 

４ 
伝統的な言語文化 
書写 
 

古典は『十訓抄』を取り上げ、現代語訳を手掛かり

にして作品を読むことを通して文章の展開を捉えること

や、歴史的仮名遣いを理解することを求めている。ま

た、漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解

することを求めている。 

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

５ 
漢字 
文や文章 

音訓や意味、用法などの知識を習得し、文脈に即し

て漢字を使うこと、文の主語を正しく捉えることを理解

することを求めている。 
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問題形式

(1) (2) (3) A B C

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

1 ○ ○ 選・短 67.0 0.1 R6全国 68.8

2 ○ ○ 選 83.8 0.1

3 ○ ○ 選 82.4 0.0 R6市【中２】 76.0

4 ○ ○ 選 85.3 0.0

1 〇 〇 選 67.7 0.1

2 〇 〇 選 77.7 0.1 R４全国 82.6

3 〇 〇 選 76.9 0.1

4 〇 〇 選 36.0 0.1

1 ○ ○ 選 55.5 0.1 R6市【中２】 78.8

2 ○ ○ 短 71.9 5.6 R6市【中２】 69.4

3 ○ ○ 選 39.4 0.2 R6市【中２】 78.8

4 ○ ○ 選 57.9 0.2 R6全国 36.7

5 ○ ○ 選 58.9 0.3

6 ○ ○ 短 73.5 7.0

1 〇 〇 選 54.2 0.3 R6市【中２】 34.3

2 ○ ○ 選・短 49.5 5.9 R6市【中２】 83.9 中１ 34.2

3 ○ ○ 短 46.4 6.1

4 ○ ○ 選 67.8 0.6 R6市【中２】 71.8

（1）① 〇 〇 選 71.1 0.6 R5市【中２】 74.4

（1）② 〇 〇 選 66.9 0.6 R4市【中1】 70.6 中１ 65.7

(2) 〇 〇 選 57.3 0.6 R6市【中２】 61.1

資料について他者の発言と結び付け
て分析し、それに関連する自分の体験
を話すことができるかどうかをみる。

話題や展開を捉えながら話し合い、他
者の発言を踏まえて結論をまとめるこ
とができるかどうかをみる。

資料を用いて、自分の考えが分かり
やすく伝わるように話すことができる
かどうかをみる。

話の内容を捉え、知りたい情報に合
わせて効果的に質問することができ
るかどうかをみる。

文脈の主語を正しく捉え、文の構造を
理解しているかどうかをみる。

文脈に即して漢字を使うことができる
かどうかをみる。（図る）

文脈に即して漢字を使うことができる
かどうかをみる。（務める）

現代語訳を手掛かりに作品を読むこ
とを通して、文章の展開を捉えること
ができるかどうかをみる。

文語のきまりを理解しているかどうか
をみる。（かやうなる）

感想のやりとりを通して、登場人物の
言動に着目して作品を読み、そこから
内容を的確に読み取ることができて
いるかどうかをみる。

漢字の行書とそれに調和した仮名の
書き方を理解しているかどうかをみ
る。

目的に応じて適切な情報を得て、内
容を解釈することができるかどうかを
みる。

文章と図表を結び付け、その関係を
踏まえて内容を解釈できるかどうかを
みる。

文章の構成や論理の展開を把握し、
表現の効果に着目しているかどうか
をみる。

文章中に示されている具体例と、書き
手の主張との関係を考えながら内容
を把握することができているかどうか
をみる。

目的に応じて適切な情報を得て、内
容を解釈することができるかどうかを
みる。

２　調査問題一覧表【設問別】（第２学年）

設問番号 設問のねらい

学習指導要領の内容 評価の観点 市 過去同一問題等 複数学年での出題

知識及び技能 正
答
率

（
％

）

出
題
学
年

正
答
率

（
％

）

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

短
答
式
・
短

選
択
式
・
選

正
答
率

（
％

）

無
解
答
率

（
％

）

出
題
年
度
・
調
査
名

【
学
年

】

思考力、判断力、表現力等 知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

伝えたいことを分かりやすく伝えるた
めに、段落の役割を意識して、意見文
の構成を検討できるかどうかをみる。

助動詞の働きについて理解し、目的
に応じて使うことができるかどうかを
みる。

読み手からの助言を踏まえ、文章の
展開に沿って説明を加えることができ
るかどうかをみる。

自分の考えが伝わる文章になるよう
に、根拠となる情報を資料から正しく
引用できるかどうかをみる。

※「過去同一問題等」とは、本問題と同一あるいは類似の問題で過去の調査において出題された問題のことをいう。
　調査名は次の略称を用いている。「市」：さいたま市学習状況調査　「全国」：全国学力・学習状況調査
　なお、全国学力・学習状況調査の正答率は、市の正答率を示している。
※「選択式」とは、選択肢の中から解答を選ぶ問題。「短答式」とは、１つに限定される正答を短い語句または数値を用いて解答する問題。
※「複数学年での出題」とは、本調査において複数の学年で同一の問題等を出題している問題を指す。出題学年と正答率を示している。
★「設問番号」「設問のねらい」の網かけは、【特徴的な問題と解説】で取り上げている問題であることを示している。

目的に応じて適切な情報を得て、内
容を解釈することができるかどうかを
みる。

࿤

࿥

࿦

࿧

࿨
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1
話合いでは、話し相手との共通点や相違点を整理して、自分の立場を伝える場面があります。西田さんは、話合いで共有している資料を活用し
て、視覚的にも分かりやすく、自分の立場を伝えようとしています。西田さんは、生成ＡＩを学習に役立てるための知識がある点では、藤谷さん、
久保さんと共通しています。しかし、学習に利用することはほとんどないという点で、彼らと相違があります。従って、正答はイとなります。

2
話合いでは、話題にしている内容のメリットだけでなく、デメリットについても考え、物事を多角的に捉える視点も必要です。久保さんは、生成AI
の便利さを理解した上で活用していますが、活用のしすぎが思考力低下を招くことを危惧しています。その上で、生成AIを利用する際に気を付
けていくべきことについて、藤谷さんたちの同意を得るように質問しています。従って、正答はウとなります。

3
話合いで資料を活用する際は、話題と資料の内容を関連させることが大切です。武井さんは、資料から読み取れることを提示し、それまで話題
になっていたことを踏まえて、結果を分析しています。さらに、分析したことに関連させて、生成AIの情報をうのみにすることの危険性に関する武
井さん自身の体験も語っています。従って、正答はアとなります。

4

「つまり」という接続詞を用いて、直前の久保さんの発言について、藤谷さんの解釈で言い換えをしています。「生成AIが提示する内容は、正し
い答えとは限らない」という久保さんの発言を、「『答えを教えてくれる先生』ではなく」と言い換えています。生成AIを「友達の考えを聞いて、そ
れを踏まえて自分の考えを深めるときと同じように」使うという久保さんの発言は、「『一緒に考えるパートナー』として使えばよい」という表現で
言い換えています。従って、正答はイとなります。

1

意見文を書く際には、それぞれの段落の役割を意識し、内容の中心としたい事柄が際立つように、構成や展開を考えることが大切です。【意見
文の下書き】の二段落目には、スマート農業について小林さんが祖父母から伝え聞いたことが書かれていますが、「今後、私たちの身の回りに
は……」から始まる最後の二文には、先端技術についての今後の展望と、それに対する小林さんの考えが書かれています。この部分を三段落
目にすることで、小林さんの考えがより際立ちます。したがって、正答はエとなります。

2
助動詞のはたらきを理解し、目的に応じて適切に使うことによって、伝えたい微妙なニュアンスを相手に伝えることができます。この問題では、伝
聞の意味をもつ助動詞「そうだ」を使うことで、小林さんが祖父母から伝え聞いた話であるということが明確になります。したがって、正答はエと
なります。

3

【コメント①】の佐藤さんの指摘のとおり、「スマート農業」は一般的に広く知られている言葉ではないため、【意見文の下書き】の中でこの言葉
が初めて使用される文の直前または直後に「スマート農業」についての説明があるとよいと考えられます。Aの前後の文は内容につながりがあ
るため、Ｂの位置に説明を追加するのが適切と考えられます。このように、受け手が想定される言語活動においては、受け手の立場に立って言
葉を選択したり、表現を工夫したりすることが大切です。

4

この問題では、意見文に書かれている「作業の自動化」以外のスマート農業の効果を、【引用の仕方に関する助言】に沿って資料から引用する
ことが求められます。イは既に書かれている「作業の自動化」についての記述です。ウは「　　」が使用されておらず、【引用の仕方に関する助
言】に沿っていません。また、エは引用元の資料の文意を損ねてしまっています。したがって、正答はアとなります。引用の仕方について指導する
際には、「出典を明示すること」「引用部分が適切な量であること」などにも留意する必要があります。

1

この問題は、説明的な文章において、目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て、内容を解釈することを求めています。本文
は、「植物は種子から芽を出して、茎を伸ばし、花を咲かせます。そして種子を作るのです。この成長から見れば、Bの方が明らかに成長していま
す。」と述べています。したがって、正答はアとなります。イについては、本文において「草丈が伸びているかが植物の成長の基準」とは断言され
ていません。ウ・エについては、本文と一致しません。

2
この問題は説明的な文章において、目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て、内容を解釈することを求めています。「ものさ
しで『草丈』をはかりたくなってしまう」理由は、その前にある「そのため」という接続詞に注目して読むことで導き出すことができます。したがっ
て、正答は「数字で表すことのできる」となります。その他に、「『数字が増える』という」という解答も正答です。

3
この問題は説明的な文章において、目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て、内容を解釈することを求めています。本文は、
「分げつが増えている間、イネは葉を茂らせますが、茎を伸ばすことはありません」と述べています。したがって、正答はウとなります。ア・イ・エに
ついては、本文と一致しません。

4
※完答

この問題は、文章と図表などを結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈することを求めています。文章と図表などの関連には、断片的な情報
がお互いに内容を補完し合っている場合や、文章が図表の解説になっている場合があります。文章Ⅱの図は、４月～10月のイネの成長の仕方
のイメージイラストが描かれており、読み手に「イネの成長を思い浮かべることができるように本文の説明を補助」する役割があるとともに、本文
中の「成長のステージ」が変化していることに気付かせる役割があります。したがって、正答はア・ウとなります。

5
この問題は、文章の構成や論理の展開を把握し、表現の効果に着目して読むことを求めています。Ⅰの文章は、一般的な植物の「成長」に関し
て、筆者の問いかけとともに述べられています。Ⅱの文章は、さらに具体的な「イネ」の成長について述べられています。したがって、正答はエと
なります。ア・イ・ウについては、本文と一致しません。

6

この問題は、説明的な文章において、文章中に示されている具体例と、書き手の主張との関係を考えながら内容を把握することを求めていま
す。Ⅰの文章の本文は、草丈が増える植物Aと、草丈は増えないが花を咲かせている植物Bが具体例として示されています。本文は、「成長と
は、ただ『数字が増える』ということだけではありません。」、「生物にとっては、質が変化することのほうが、ずっと重要であることが多いのです。」
と述べています。問題では、太郎さんは、植物を人間に置き換えて、身長や体重などの数字の変化ではない、思考力や精神的な変化について
注目しています。したがって、正答は「質が変化する」となります。

1
口語訳を基にして文章の展開を捉え、主語を答える問いです。　１行目に「楊梅大納言顕雅卿は、若い時からたくさん言い間違いをなされた」と
あります。この設問は「時雨が降ってきたから、車をしまいなさい」を、「車が降ってきたから、時雨をしまいなさい。」と言い間違ってしまった人物
の言動のため、楊梅大納言顕雅卿の台詞と解釈されます。

2
古文のきまりの1つである、歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す問いです。次のような母音の連続は伸ばす音に直すきまりがあります。その
ため、本問の場合、「ア段」＋「う・ふ」⇒「オ段」の長音（ au　→ ō ）に直すきまりに従い、「や」⇒「よ」のように直します。

3
※完答

2人の感想の伝え合いから、楊梅大納言顕雅卿の言い間違いを捉える問いです。「時雨」→「車」　「観音」→「ねずみ」と言い間違えており、
口語訳を基に穴埋めすると、Aが車、Bがねずみが正答となります。

4
点画の丸み、点画の方向や形の変化、点画の連続、点画の省略など、行書の特徴と、行書に調和する仮名の書き方を理解しているかをみる問
いです。平仮名は漢字よりも小さめに書くとよいと言われています。

（1）① 文脈に即して「はか（る）」の漢字を問うものです。空欄直前から、「実行する」という意味であることが判断されるので、　正答はアとなります。

（1）②
「つとめる」の異字同訓の漢字を問うものです。「病院につとめる」ということは、すなわち「病院で働く」と言い換えることができます。「ア.務め
る」は、特定の役割や職務を果たすことを意味し、「イ.努める」は努力して何かをすること、　「ウ.勤める」は企業や組織に雇用され、働くこと、
「エ.勉める」は勉学に励むことを意味するため、ウが正答となります。

(2)
文中の主語を指摘する問いです。主語を見つける際、まず述語を探します。述語は「どうする、どんなだ、何だ」を表し、原則として文の一番最後
にくるので、「遊んだ」となります。一方、主語は、述語の主体となります。「『誰が』遊んだのか」を探すと、「イ　兄も」が導き出されます。主語は
「―が」「―は」などで示されることが多いですが、「も・だって・こそ・しか・さえ」なども主語であることにも注意してください。

ア

かようなる

Ａ　車
Ｂ　ねずみ／三尺のねずみ

（Bはどちらでも正答）

イ

ア

イ

ウ

ア

・数字で表すことのできる
・「数字が増える」という

（どちらでも正答）

ウ

ア、ウ

質が変化する

エ

エ

エ

Ｂ

ア

イ

ウ

ア

イ

3　正答例【中・中等教育学校　国語　第２学年】

設問番号 正答例 解説（考え方・ワンポイントアドバイス・これまでの学習のつながり 等）

࿤

࿥

࿦

࿧

࿨
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４ 特徴的な問題と解説 

 

【特徴的な問題】 

問題 

 

 

稲垣 栄洋 著 「生き物が大人になるまで」による 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

 連続する２つの章を取り上げ、目的に応じて適切な情報を得たり、文章と図表を結び付けたりして

内容を解釈することを求めている。また、２つの章を関連させ、文章の構成や論理の展開、表現の効

果について考えることを求めている。 

  

指導のポイント 

〇 文章を読み比べることを通して、文章の構成や論理の展開、表現の効果について考える。 

  「Ｃ 読むこと」の学習においては、「構造と内容の把握」、「精査・解釈」、「考えの形成、共

有」に関する各指導事項が示す資質･能力を身に付けることができるように、意図的・計画的に指導

を重ねることが大切である。教材については、各学年で説明的な文章や文学的な文章などの文章の

種類を調和的に取り扱う必要がある。また、〔知識及び技能〕の「（３）我が国の言語文化に関す

る事項」に位置付けられている「読書」に関する指導事項との関連を図り、生徒の日常の読書活動

に結び付くように指導することも重要である。 

  文章を読み比べることを通して、文章の構成や論理の展開、表現の効果について考えるためには、

同一の観点を設定し、観点に沿って２つの文章を読み比べることができるように指導することが重

要である。 

例えば、観点の設定をすることが個人では難しい生徒もいることが想定されることから、まずグ

ループで読み比べの観点を設定するなど学習場面の工夫が考えられる。また、同一の観点で個人や

グループで読み比べるなどし、文章の構成や論理の展開、表現の効果について分析した内容を全体

で共有したあとに、改めて個人で考える時間を設定するなど学習活動の工夫も考えられる。 

本資料では、以上の工夫を踏まえた授業アイディアの一例を次に示す。 

 

中・中等教育学校第２学年 国語 「読むこと」 
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【学びの知恵袋（授業アイディア例】       <小学国語・３年４年 話すこと・聞くこと> 

＜単元名＞     「2 年生に、新しく始まる学習について詳しく伝えよう」 

＜教材名＞     「調べたことを資料にまとめて発表しよう」（教育出版３年下） 

＜主な指導事項＞  相手に伝わるように、理由や事例などを挙げながら、話の中心が明確になるよう話の構成を考 

えること。 【思考力、判断力、表現力等】A（１）イ 

＜言語活動とその特徴＞ 

低学年の【思考力、判断力、表現力等】A（１）イを受けて、中学年では、話の中心的な部分が明確になるように構

成を考える力を身に付けていく。そのため、伝えたいことが良く伝わるよう、相手のことを踏まえて理由や事例を検討

する言語活動を設定した。 

＜単元計画＞ 

次 時 〇 主な学習活動 ・学習内容 

一 １ 〇 伝えたいことを決めて詳しく調べる。 ・情報収集の仕方 

・話す内容の検討の仕方 

・話の中心部分を明確にする構成の組み

立て方 

 

二 ２ 

３ 

〇 発表計画表を作り、発表の組み立てを考える。 

〇 発表計画表をもとに練習する。 

 ・話の順序を考える。 

 ・話す内容に合わせ、資料を選び、検討する。 

 ・資料や動画をどこで見せたら効果的か考える。 

三 ４ 〇 資料を使って発表する。 

自分の考えを相手に伝えるためには、資料を活用しながら話すことが大切です。そこで、本授業アイディア例では、

自分の考えが伝わるように資料を活用したり、資料を提示しながら話す仕方について検討したりすることの指導事例

を紹介します。 

 

 

 

 

 

① A さんが立てた課題 

２年生にもリコーダーの魅力が伝わるように、話の順番（構成）や見せる資料をくふうする （ターゲット：これからリ

コーダーについて学ぶ２年生の子ども） 

 

② A さんの問いかけ 

 

 

③ 【スピーチの一部】 

 

 

 

 

Ａさんたちの学級では、2 年生に向けて来年新しく始まる学習について紹介することにしました。A さんは、

リコーダーが始まることをやその楽しさを紹介することにしました。2 年生が「早く吹いてみたい！」と思えるよ

うに、資料を使いながら話す練習をしています。 

２年生にリコーダーの魅力を伝えるために、実際に吹いて聴かせたいんだ。お話の最初

（1）に吹くか、まとめの時（2）に吹くか迷っているんだけど、どちらのタイミングがいい

か聞き比べてアドバイスをもらってもいいかな。 

（1）←ここで吹く？  
みなさん、リコーダーはとてもきれいな音が出る楽器です。 例えば、指の穴をしっかり
ふさぐと、低い音から高い音まで自由に出せます。 今は難しいかもしれないけれど、3
年生になるとみんなで合奏もできるようになります。 
（2）←ここで吹く？  
私は、みんなで声を合わせて歌うのと同じように、リコーダーで音を合わせるのが大
好きです。 
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④ 友達からの助言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ A さんの解決案 

 

 

 

⑥ 学習のポイント 

スピーチやプレゼンテーションをする際には、目的や意図に応じて、より効果的な資料提示の順番やタイミングな

どがあることを理解し、聞き手がどう感じたり、どんなことが分かったりしてほしいかを考えて、自ら判断できるように

指導することが大切です。 

今回は、中学年の児童が「下の学年にリコーダーの魅力を伝える」という設定を通して、実演（リコーダーを吹く

こと）をどのタイミングで行えば、相手の心に最も響くかを検討します。音声と言葉だけでは伝わりにくい「音色」や

「演奏の楽しさ」を伝える場合、実演のタイミングが重要になります。 

・ 最初に示す： 相手の関心を引きつけ、話に集中させる効果があります。 

・ 途中に挟む： 言葉の説明を補い、具体的なイメージ（指使いなど）を助ける効果があります。 

・ 最後に示す： 伝えたい印象を強調し、相手の行動意欲（やってみたいという気持ち）を高める効果があります。 

このように、目的に応じて、資料や実演を意図的に使い分けることが大切です。 

 

⑦ 本授業アイディア例活用のポイント 

・ 本授業アイディア例のように、一人ひとりが自己の課題を見いだし、課題について検討したり改善したりしなが

ら学習を調整する過程を位置付け、協働的に解決しながら話す力を高めることができるように指導すると効果

的です。 

・ 資料を提示する際や、自分の発表を振り返る際などに ICT を活用すると効果的です。 

 

（1）の最初に吹いたほうがいいと思うよ。最初にきれいな音を聴くと、２年生は『わあ、

すごい！』って身を乗り出して話を聞いてくれると思うな。 

私は（2）の最後に吹いたほうがいいと思う。最後に一番かっこいい曲を吹くことで、

『あんなふうになりたい！』という気持ちが強く残るはずだよ。 

指の説明をするときに、高い音と低い音をちょっとだけ吹いて（実演して）見せるのも

わかりやすいんじゃない？ 

みんなのアドバイスを聞いて、今回は（1）の最初に吹くことにするね。まずは 2 年生
にリコーダーの音を好きになってもらいたいから、一番明るい音色の曲を最初に吹
いて、みんなの心を惹きつけたいと思います！ 
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